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胞初代培養系を確立した。1.の場合と同様，培養神経細胞においても InsT の存在が確認された。 InsT は培養開始直後
に 5%に過ぎないが，培養6 日まで急激に増加し，以降60%を維持した。 InsT の急増期，その後の時期がそれぞれ神経
突起伸長期と神経団路網形成期とに対応することより， InsT と神経突起形成との関連が示された。
3. 低温/Ca2 +不溶性チュープリンの実体は安定重合型微小管である
InsT の神経細胞内での実体を明らかにするためにビデオ増強微分干渉顕微鏡 (VEC -DIC) による形態学的解析を
行った。 2. と同様の培養細胞をフローセル内にセットすることにより，同一突起に段階的な操作を加え，経時的に観察






長期間中は InsT の増加とほぼ平行して安定型微小管の増加が進行することより，安定重合型微小管がは InsT の実体で
あると断定できる。また，突起伸長期に見られる安定型微小菅は全て束を形成することによって安定化していると考え
られるのに対し成熟期の突起では各々の微小管が独立に安定型微小菅として存在しており，個々の微小管レベルでの
安定化も確認された。
以上より神経突起には安定重合型微小管が存在し神経突起形成において重要な役割を果たしていると結論付けられ
る o
論文審査の結果の要旨
本論文は，神経系の情報伝達に欠かせない突起の形成に必要な，微小管の生成と安定化について研究したものである。
関本君は，安定型微小管の存在が突起の形成に欠かせないことを，生化学的，細胞生物学的，形態学的に明らかにしてお
り，博士(理学)の学位論文として十分価値あるものと認める。
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